
長与町新図書館等複合施設設計業務に係る公募型プロポーザル実施要領 

正誤表 

 

 

令和５年１月３０日 訂正 

令和５年２月１日 訂正追加 

 

■Ⅰ.一般事項 

（3）プロポーザルの概要⑤実施スケジュール表中 

誤 参加表明書・一次審査資料受付期間 

令和 5 年 1 月 31 日(火)〜令和５年２月１０日(金)17:30 

 

正 参加表明書・一次審査資料受付期間 

令和 5 年 1 月 31 日(火)〜令和５年２月１３日(月)17:30 

 

■Ⅱ.実施方法 

（２）参加資格要件 ⑫ 

誤 平成 19 年度以降に竣工した延べ面積 500 ㎡以上の誰もが自由に利用ができる公共

的建築物または保健施設の建築設計業務受託実績を有する者であること。 

 

正 平成 19 年度以降に実施設計業務が完了した延べ面積 500 ㎡以上の誰もが自由に利

用ができる新築の公共的建築物または保健施設の建築設計業務受託実績を有する

者であること。 

 

■Ⅱ.実施方法 

（２）参加資格要件 ⑬（追記） 

正 管理技術者と各主任技術者の兼務については、下記３つの組み合わせを可としま

す。 

・管理技術者と他のいずれかの主任技術者 

・意匠担当主任技術者と構造担当主任技術者 

・電気担当主任技術者と機械担当主任技術者 

 

■Ⅱ.実施方法 

（３）参加に関する制限 ② 

誤 提案者は、提案内容の一部業務を協力者（※注２）として専門業者(構造設計者、電

気設計者、機械設計者等)の協力を得て提案することができるが、提案書において

必ず明記すること。この場合の協力者は、参加条件を満たす者であることを要さな

い。ただし、共同企業体を構成する企業の重複参加は認められない。なお、協力者

の重複参加は認めるものとする。（※注２協力者：提案内容を実現する上で、技術

的な側面において提案者に協力する者を指す。） 



 

正 提案者は、提案内容の一部業務を協力者（※注２）として専門業者(構造設計者、電

気設計者、機械設計者等)の協力を得て提案することができるが、提案書（様式第 4

－2 号、様式第５号）において、氏名の後に協力会社等の名称を括弧書きで必ず明

記すること。この場合の協力者は、Ⅱ－（２）の参加資格要件を満たす者であるこ

とを要さない。ただし、共同企業体を構成する企業の重複参加は認められない。な

お、協力者の重複参加は認めるものとする。（※注２協力者：提案内容を実現する

上で、技術的な側面において提案者に協力する者を指す。構造担当主任技術者、電

気担当主任技術者および機械担当主任技術者については、協力者を配置することが

できるものとするが、管理技術者および意匠担当主任技術者については提案者（提

案者が設計企業共同体の場合は代表組織に所属すること。）から配置するものとす

る。） 

 

■別表「長与町新図書館等複合施設設計業務プロポーザル」評価基準表 

一次審査-体制評価-技術力（業務実績） 

誤 平成１９年度以降の同種又は類似業務の実績以下の順で評価する。 

 

正 平成 19 年度以降の同種又は類似業務の実績について①〜④のそれぞれの観点から

評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

長与町新図書館等複合施設設計業務に係る公募型プロポーザル 様式 

正誤表 

 

令和５年１月３０日 訂正 

令和５年２月１日 訂正追加 

■作成要領 

２ 設計業務実績表（２） 

誤 企業・設計共同体企業及び協力者の主な実績を記入すること。 

 

正 企業または設計共同体企業の主な新築の実績を記入すること。 

 

■作成要領 

２ 設計業務実績表（３） 

誤 様式第３－１号に記入した実績の内、今回のプロポーザルに活かせる主な実績３つ

を様式第３－２号〜様式第３－４号に記入すること。 

 

正 様式第３－１号に記入した実績の内、今回のプロポーザルに活かせる主な実績３

つを様式第３－２号〜様式第３－４号に記入すること。ただし、様式第3－1号

と、様式第3－2号〜3－4号のうち1件は、実施要領p3(2)参加資格要件⑫に示す参

加企業の業務実績を記載してください。 

 

■作成要領 

３ 資格・技術力（２） 

誤 配置する管理技術者と各主任技術者の資格および実績を記入すること。 

 

正 配置する管理技術者と各主任技術者の資格および新築の実績を記入すること。な

お、協力者から構造担当主任技術者、電気担当主任技術者または機械担当主任技術

者を配置する場合は、氏名のあとに協力会社等の名称を括弧書きで明記すること。 

 

■作成要領 

４ 体制提案書（１） 

誤 様式第５号に、様式第４－１号、様式第４－２号に示される技術者を主軸にその他

協力者等を含め、技術提案を実現化するチームをどのように設計しているのかを文

章にて表現すること。 

 

正 様式第５号に、様式第４－１号、様式第４－２号に示される技術者を主軸にその他

協力者等を含め、技術提案を実現化するチームをどのように設計しているのかを文

章にて表現すること。なお、協力者を配置する場合は、氏名のあとに協力会社等の

名称を括弧書きで明記すること。 



 


